


ショートショートの5

男は、折り紙で風船を折っていた。

もう三十路が近いのだが、子供の頃、母に教えて貰った紙風船、なるほど体が覚えているのか、

折れば折るほどどう折ればいいのか、思い出してくる。

ついつい熱中してしまう。

こんなに熱中したことなんて、ここ数年無かった。

やがて、男は、見事な紙風船を折り終えた。

美しき立方体。

そうそう、この立方体が好きで今住んでいる、この特殊な1Kのアパートを選んだのだ。
男の住むアパートの部屋も綺麗な立方体をした、天井の高い１Kである。

こたつの上に紙風船を潰れないように、ゆっくり置く。

「なかなかいい出来だ・・・」まじまじと見つめる。

ガタガタ！ゴゴゴゴゴ・・・

地震だ。

「震度2といった所か・・・。」
慌てて、テレビをつけてみる。

まだ、地震速報は出ていない。

どれ、しばらくつけておくか、そして、聞き逃さないように音量を大きくした。

再び、紙風船に戻り、少しつついてみた。

ドン！ドン！

天井から何かを叩きつけるような音がする。

「また、402の奴か」男の表情が渋い顔になる。
この前も、テレビの音が五月蝿いと言い、怒鳴り込んできた。

しかし、この時間帯は、いないはずなのだが。

本当はいつもテレビはつけっぱなしにしておきたいのだが、上の住人が五月蝿いので、なるべく

付けないようにしている。

どの時間帯なら上の住人が不在なのか、いろいろ試した結果、すっかり頭に入ってしまっていた

。

そして、今の時間帯は、上の住人はいないはずなのだ。

「まぁ、今日はたまたま、休みの日かなにかでいるのだろう・・・」男は、テンションが下がっ

てしまう。



再び、紙風船に戻り、トトン、トン、トトン、トンとリズム良く紙風船をつつき、遊んでみた。

ドドン！　ドン！　　ドドン！　ドン！

まただ・・・。

「今度は丁寧にもリズムをつけてやがる・・・。」イライラは上がりつつあった。

「天井を叩くな！　音量は下げただろうが！！」男は腹から声を出し、天井に向かって叫んだ。

何も返事はない。

「次してみろ、覚えてろよ」男は、自分しかいない一室で吐き捨てる。

再び、紙風船に戻る。

トン　トトトン　トン　トトトン　トン　トン　トトトン

なんとなくまた、紙風船をつついてみた。

ドン　ドドドン　ドン　ドドドン　ドン　ドン　ドドドン

「あいつ・・・・」男は奥歯を噛み締める。

ふと、気付く・・・。

あれ、今のリズム、自分が紙風船をつついたリズムと同じじゃないか。

自分の部屋を見られているのか。

嫌悪感が、男の全身を走る。

そして、すぐさま、怒りへ変わる。

「おい、どこから見てるんだ　ゴラァ！！」男は顔を真っ赤にし、上に向かって叫んだ。

もう決めた、一発殴ってやる。

もう男の怒りはおさまらない。

紙風船に怒りをぶつける。

こたつの上の紙風船を、手のひらで叩き潰した。

パンッという音と共に、綺麗に潰れてしまった。

「くそがぁあああ」男は、勢い良く部屋を飛び出し、キッチンと玄関がある廊下へ走り進んだ。

その瞬間

バギャアアアアアアアアアアア　ゴオオオオオオオオオオオ



男は、爆風で玄関の方に、吹き飛ばされる。

なんと、ついさっきまでいた、部屋が崩れ落ち、男の目の前は、土埃とグチャグチャになった建

材や家財道具であふれた。

「え・・・　　あぁああ　

　　　　　　　　　　あいつ（上の部屋の住人）大丈夫なのか・・・」


